
第１５回 多々良沼・城沼自然再生協議会総会 

 

日時：令和４年６月２５日（土）１４時から 

場所：邑楽町役場３階 大会議室 

 

次 第 

 

１ 開会 

 

２ 会長挨拶・事務局長挨拶 

 

３ 議事 

（１）委員の変更及び会則の改正 

（２）令和元～３年度 事業報告 

（３）令和元～３年度 会計及び監査報告 

（４）令和４年度 事業計画（案） 

（５）令和４年度 予算（案） 

 

４ 協議会実施事業の紹介 

  （１）自然再生の目標と考え方 

（２）植物モニタリング 

（３）魚類モニタリング 

（４）協議会実施事業提案表 

 

５ 構成団体の活動報告 

（１）多々良沼自然公園を愛する会 

  （２）館林ムジナモを守る会 

  （３）県立多々良沼公園指定管理者 

 

６ その他 

 

７ 閉会 



多々良沼・城沼自然再生協議会　委員名簿(令和4年4月１日現在)　
名　　前 役　　　　　職 旧委員

会長 東海林　克彦 東洋大学国際観光学部教授

副会長 青木　雅夫 群馬県自然環境調査研究会調査員

信澤　邦宏 元群馬県水産学習館長

平川　隆一 前橋工科大学工学部准教授

藤稿　亜矢子 東京女子大学 現代教養学部教授

青木　雅夫 多々良沼自然公園を愛する会　代表世話人

野村　秀行 松沼区長

新井　雅温 成島南区長

井野口　勝則 館林ムジナモを守る会 会長

上野　秀雄 多々良沼白鳥を守る会　会長

熊木　輝雄 ケナフとカキツバタの会　会長

須藤　貞吉 邑楽町12区長

小倉　章利 邑楽町14区長 小倉　富夫

小林　憲一 邑楽町1区長

島村　良和 城沼観光㈱

原　精一 日向区長 福田　連一

清水　良男 西高根区長

渡辺　清一 城沼白鳥を守る会事務局 坂村　孝

石井　正和 楠町区長 石井　新太郎

本間　惠治　　 邑楽町白鳥を愛する会 田村　優幸

中里　久男 花山町区長

中嶋　直一 つつじ町区長

津布工　正義 成島河川愛護会 会長

針谷　槙 城沼を考える市民会議　代表

山口　進 日本野鳥の会群馬　館林分会長 飯塚　正弘

副会長 林　　宣雄 多々良沼自然公園を愛する会

荒井　堅一 群馬県自然環境調査研究会調査員

大谷　勝久 多々良沼自然公園を愛する会

熊木　輝雄 多々良沼自然公園を愛する会

稲葉　泰子 多々良沼自然公園を愛する会

原　和義 日向漁業協同組合　組合長

寺内　吉一 城沼漁業協同組合　組合長

木村　實 待矢場両堰土地改良区　理事長

荒井　清範 邑楽館林農業協同組合　代表理事副組合長 松本　宗一郎

和泉　昇 県立館林女子高等学校　校長

椎名　信也 ＪＡ邑楽館林千代田町緑化組合　多々良沼公園園長

専門委員

公
募
委
員

団体

個人

関連団体
委員



名　　前 役　　　　　職 旧委員

清野　達男 関東地方環境事務所  自然再生企画官 三戸　治

猿木　信裕 群馬県衛生環境研究所長

武政　秀明 群馬県館林行政県税事務所長

水澤　俊也 群馬県環境森林部環境政策課長 坂田　達也

岸　篤志 群馬県農政部蚕糸園芸課長 田島　聡緑

足立　文玄 群馬県県土整備部河川課長 西澤　洋行

剣持　康彦 群馬県県土整備部都市計画課長 大塚　雅昭

中川　哲 群馬県県土整備部下水環境課長 下田　美里

秋本　隆 群馬県環境森林部森林保全課緑化センター所長 深澤　裕司

小西　浩司 群馬県農政部水産試験場長 原田　昌季

新井　和也 館林市市民環境部地球環境課長 荒井　裕三

金井　孝浩 邑楽町建設環境課長

阿部　亮 群馬県館林行政県税事務所県税課長 森井　保幸

松澤　直範 館林市会計管理者兼室長

築比地　昭 邑楽町会計管理者兼会計課長

事務局 事務局長 益満　義博 群馬県館林土木事務所長 小竹　彰

事務局次長 勝見　洋介 群馬県館林土木事務所次長（事） 須藤　雅幸

小林　芳人 群馬県館林土木事務所次長（技） 栗原　茂樹

松本　一明 群馬県県土整備局都市計画課次長 島崎　昇

荒井　裕三 館林市都市建設部緑のまち推進課長 松村　昌夫

金井　孝浩 邑楽町建設環境課長 齊藤　順一

事務局員 大塚 群馬県館林土木事務所総務係長 笠原

新藤、竹内、中山 群馬県館林土木事務所都市施設係 太田、山本

鹿沼、田島 群馬県県土整備部都市計画課公園緑地係

瀬下、宍戸 館林市都市建設部緑のまち推進課公園管理係 瀬下、岩船

相場、廣田、近藤 邑楽町建設環境課管理係

行政委員

監事
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多々良沼・城沼自然再生協議会会則（案）  
 

第 1 章 総   則  
（名 称）  
第 1 条 この会は、多々良沼・城沼自然再生協議会（以下「協議会」という。）と称す

る。  
（目 的）  
第 2 条 協議会は、多々良沼・城沼及びその流域の自然再生の推進に必要となる事項の

協議を行うことを目的とする。 

（所掌事務）  
第 3 条 協議会は、前条の目的を達成するために、次の各号に掲げる事務を行う。  

(1) 自然再生全体構想の作成  
(2) 自然再生事業実施計画案についての協議  
(3) 自然再生事業の実施に係る連絡調整  
(4）全体構想に即した自然再生事業の実施（協議会の各構成団体にまたがる事業であ 

  って個別に実施することが困難又は非効率であると認められる事業、及び協議会の 

  構成団体の所掌業務のいずれにも属さない事業に限る）  
(5) その他自然再生の推進のために必要な事項  

 
第 2 章 組 織 等  

（構 成）  
第 4 条 協議会は次に掲げる委員をもって構成する。  

(1) 自然環境に関し専門的知識を有する者（専門委員）  
(2) 自然再生事業に参加しようとする団体又は法人の代表者  
(3) 自然再生事業に参加しようとする地域住民  
(4) 国の関係行政機関及び関係地方公共団体の職員  

 
（役 員）  
第 5 条 協議会に次の役員を置く。  
  会 長  １名  
 副会長  １名以上  
 監 事  ３名  
2  会長、副会長は委員の互選により定める。  
3   監事は、群馬県総務部館林行政県税事務所県税課長、館林市出納室長及び邑楽町会  
  計課長をもって充てる。  
 
（役員の職務）  
第 6 条 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。  
2  副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、副会長がその職務を代行する。  
3  監事は、会務及び会計を監査する。  
 
（オブザーバ）  
第 7 条 協議会に、オブザーバを置くことができる。  
2 オブザーバは、会長が委嘱する。  
3  前条の委嘱は、その職をもってなされたものとする。  
4  オブザーバは、協議会の運営に関する重要な事項について意見を述べることができ

る。  
 
（任期と委員の途中参加）  
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第 8 条 委員、役員、オブザーバの任期は２年とし再任を妨げない。ただし、特別な理 

 由があるときは、この限りでない。  
2  協議会は，第１項に定める任期中において委員からの推薦があり，第３章に規定す

る会議の議決が得られた場合には，新たな委員を途中参加させることができる。  
3  前項の規定により途中参加する委員の任期は、第１項に規定する委員の残任期間と

する。  
 
（構成員資格の喪失）  
第 9 条 委員は，次の事由によって，その資格を喪失する。  

(1) 辞任  
(2) 死亡，失踪の宣言  
(3) 所属する団体又は法人の解散  
(4) 解任  

 
（辞任及び解任）  
第 10 条 委員を辞任しようとする者は，第２０条に規定する運営事務局に書面をもって

連絡しなければならない。  
2  協議会は，その運営に著しい支障を来す場合は，第１３条に規定する会議の議決に

基づき一部の委員を解任することができる。  
 
（報 酬）  
第 11 条 委員、役員、オブザーバの報酬は、無報酬とする。但し専門員はこの限りでな

い。  
 

第 3 章 会  議  
（構 成）  
第 12 条 会議は、会長、副会長及び委員（以下「委員等」という。）をもって構成する。 
（議決事項）  
第 13 条 会議は、次の各号に掲げる事項について審議し、決定する。  
  (1) 事業計画並びに予算及び決算に関する事項  
  (2) 会則の改廃に関する事項  
  (3) その他協議会の運営に関する重要な事項  
（招 集）  
第 14 条 総会は、会長が招集する。  
（議 長）  
第 15 条 総会の議長は、会長がこれに当たる。  
 2  会長に事故があるときは副会長がこれにあたる。  
（運営及び議決）  
第 16 条 会議は、構成委員の過半数の出席をもって成立する。ただし、委員等からあら

かじめ会長あて、その権限を会長に委任する旨の届出があったときは、当該欠席委員

等の数を出席委員等の数に加えることができる。  
2  構成委員のうち，第４条第１項第２号及び第４号に規定する委員にあっては，その

指定する者を協議会の会議に代理で出席させることができる。この場合は、当該代理

人には、当該委員等と同一の権限を付与するものとする。  
3  総会の議事は、出席委員等の過半数で決し、可否同数の時は、議長の決するところ

による。  
4  会長は、必要と認めるときは、総会の委員等以外の関係者の出席を求め、意見又は

説明を聞くことができる。  
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（公開）  
第 17 条 協議会の会議は，希少種の保護上又は個人情報の保護上支障がある場合を除

き、原則として公開する。  
2  協議会の会議を開催する場合は，日時，場所等についてあらかじめ広く周知を図る。 
3  協議会の会議の資料は，ホームページ等で公開する。  
4  協議会の会議の議事結果は，要旨を取りまとめて議事要旨とした上で，ホームペー

ジ等で公開する。  
 

第４章 専 門 部 会  
（専門部会）  
第 18 条 会長は、特に必要があるときは、自然再生の検討等について、専門的に審議す

るため専門部会を置くことができる。  
2  専門部会の委員は協議会の委員のうちから選任する。  
3  会長は専門部会の部会長１名を指名する。部会長は専門部会を統轄するとともに、

副部会長１名を指名してその補佐を受ける。  
4  専門部会は、付託された専門事項について協議し会長に報告する。  
5  専門部会は、必要と認める場合、委員でない専門的知見を有する者の出席を求めて

意見を徴することができる。  
 

第５章 会長の専決処分  
（会長の専決処分）  
第 19 条 会長は、総会を招集するいとまのない場合、総会の議決事項については、これ

を専決処分することできる。  
2  前項の規定により専決処分したときは、会長は、これを次の会議で報告し、その承

認を求めなければならない。  
 

第６章 事  務  局  
（事務局）  
第 20 条 協議会の事務を処理するため、事務局を群馬県県土整備部館林土木事務所に置

く。  
2  事務局に事務局長及び事務局員を置く。  
3  事務局長は館林土木事務所長が、事務局員は群馬県都市計画課員、館林土木事務所

員、館林市都市建設部緑のまち推進課員及び邑楽町建設環境課員がこれにあたる。  
4  事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。  
 

第７章 経費及び会計   
（経 費）  
第 21 条 協議会の運営及び事業実施に要する経費は、次に掲げるものをもって充てる。 
 (1) 群馬県負担金  
 (2) 館林市負担金  
 (3) 邑楽町負担金  
 (4) 催事等参加者負担金  
 (5) 雑収入（その他収入）  
 
（会計年度）  
第 22 条 協議会の事業及び会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。

ただし、協議会設立会議に要する経費及び事務局設立に要する経費については,これを

追認する。  
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（予算及び決算）  
第 23 条 協議会の収支予算は、年度末（または始）の会議の議決により定め、収支決算

は監事の監査を経て、年度末（または始）の会議において承認を得なければならない。 
 
（資産の管理）  
第 24 条 協議会の資産の管理は、会長がこれを行う。  
 

第８章 解    散  
（解 散）  
第 25 条 協議会は、第３条の目的を達成した等の理由により総会の議決を経て解散する

ことができる。  
2  協議会が解散するときの収支決算において、剰余金が生じたときは、総会の議決を

経て処理する。  
 

第１章 補   則  
 
（委 任）  
第 26 条 この会則に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別に

定める。  
 附 則  
 この会則は、平成２２年 ４月１０日から施行する。  
  この会則の一部改正は、平成２６年８月３日から施行する。  
  この会則の一部改正は、平成３０年５月２７日から施行する。  
 この会則の一部改正は、令和 ４年６月２５日から施行する。  


